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すべべすべべてててててののの人人人人人人人人がが
輝輝くくくためたためめためためにに

か が やか が

ジンケンダージンケンダー
　　 から　　 からひとことひとこと

⑴ 調査の目的
県民の人権に関する考え方や、県民が求めている施策の方
向性等を把握し、今後の人権に関する施策を推進する上で
の基礎資料とする。

⑵ 調査期間
平成 23年 11月 10日（木）～ 11月 30日（水）

⑶ 調査対象
滋賀県内在住の 20歳以上の男女（外国籍住民を含む）

平成
18年度

平成
13年度

平成
23年度 ①7.9% ②34.1% ③33.8% ④

6.1%
⑤4.3%

⑥12.6%

⑦1.0%

①5.8%
②26.0% ③41.2% ④10.0%

⑤6.7%
⑥9.3%
⑦0.9%

①5.3%
②19.4% ③43.6% ④11.1%

⑤8.9%
⑥10.9%
⑦0.8%

①■そう思う　② どちらかといえばそう思う　③■いちがいにはいえない
④■どちらかといえばそうは思わない　⑤■そうは思わない　⑥■わからない　⑦■無回答■■■■ ■■

Q

A

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答えた人が42.0%、「そうは思わない」「どちら
かといえばそうは思わない」と答えた人が10. ４%で、“「人権が尊重される社会」になっている”
と思う人の割合が、思わない人を大きく上回っている。過去の調査と比べると、“「人権が尊重
される社会」になっている”と思う人は前

ぜんぜんかい

々回調査24.7%、前回調査31.8%と増加、一方、思
わない人は20.0%、16.7%と減少している。

　滋賀県は「人権が尊重さ
れる社会」だと思っている
人が増えている！
　滋賀県では人権が尊重さ
れる社会づくりが進んでい
るようだ。さらに努力し
て、一人ひとりが「尊重さ
れている」と思える社会を
めざすのだ！

あなたは、現在の滋賀県は「人権が尊重される社会」になっ
ていると思いますか?

滋賀県における人権尊重の状
じょうきょう

況１

滋
賀
県
で
は
平
成
13
年
４
月
に
「
滋
賀
県
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条
例
」
を

施し

行こ
う

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施し

策さ
く

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ
の
成
果
と

課
題
把は

握あ
く

の
た
め
に
５
年
に
１
度
実じ

っ

施し

し
て
い
る
「
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識

調
査
」
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
人
権
意
識
を
高
め
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
調
査
結
果

を
通
し
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
権
に
関
す
る

人
権
に
関
す
る

県
民
意
識
調
査
か
ら

県
民
意
識
調
査
か
ら

あ
な
た
は
ど
う
で
す
か
？

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
と
は
「
誰だ

れ

も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社

会
」「
誰だ

れ

も
が
生
ま
れ
て
き
て
良
か
っ

た
と
思
え
る
社
会
」
だ
と
い
え
ま
す
。

条
例
が
施し

行こ
う

さ
れ
て
10
年
以
上
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
い
ま
の
滋
賀
県
は
「
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
」
に
な
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
づ
く
り
の
責
務
は
、
行
政

や
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
県
民
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
そ
の
実
現
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

住
宅
購こ

う

入に
ゅ
う

等
に
お
け
る
差
別
事
件
や

同
和
地
区
問
い
合
わ
せ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
誹ひ

謗ぼ
う

中ち
ゅ
う
し
ょ
う傷

な
ど
、
い
ま

だ
に
誤
っ
た
認
識
や
理
解
に
基も

と

づ
く
根

強
い
差
別
意
識
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

住
宅
購こ

う

入に
ゅ
う

や
子
ど
も
の
結け

っ
こ
ん婚

な
ど
日
常

生
活
の
場
面
で
、
私
た
ち
は
正
し
い
判

断
や
行
動
が
取
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
次

の
①
〜
④
の
結
果
を
皆み

な

さ
ん
は
ど
う
考

え
ま
す
か
？

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て

調 査 の 概
がい

要
よう
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ジンケンダージンケンダー
　　 から　　 からひとことひとこと

ジンケンダージンケンダー
　　 から　　 からひとことひとこと

ジンケンダージンケンダー
　　 から　　 からひとことひとこと

近隣に同和地区がある

近隣に低所得者など、
生活困難な人が多く住んでいる

近隣に外国人住民が
多く住んでいる

近くに精神科病院や
障害者施設がある

①11.1% ②34.7% ③30.5% ④20.8% ⑤3.0%

①9.6% ②34.5% ③34.1% ④18.6% ⑤3.2%

①9.3% ②32.4% ③35.8% ④19.6% ⑤2.9%

①8.6% ②28.1% ③36.6% ④23.8% ⑤3.0%

A

　人権が尊重される社会
を実現するためには、県
民一人ひとりが理解を深
め、意識を高めて取り組
む必要があるのだ！
　なりゆきまかせや無関
心ではダメ！ぼくと一

い っ し ょ

緒
に勉強しよう！

　子どもが結
け っ こ ん

婚するとき本
人の意志を尊重するという
考え方は浸

し ん と う

透している。そ
れでも、こだわりが残って
いる人も多い。
　こだわりをなくすために
は同和問題を正しく理解す
ることが大切なのだ！

住宅を選ぶ際に避
さ

ける条件

人権が尊重される社会づくりに向けての考え方

自分の子が同和地区の人と結
け っ こ ん

婚する場合の対応

２

４

３

Q

Q

Q

「避
さ

ける」「どちらかといえば避
さ

ける」を合わせた“避
さ

ける”と思う人の割合は、4つの事例のうち、3つ
の事例で40％を超

こ

え、残る1つの事例でも35％を超
こ

えている。とりわけ、年
ねんれい

齢別調査では、いずれの事例で
も他の年代に比べて、実際に住宅を選ぶ機会が多いと考えられる30～40代で、“避

さ

ける”が多くなっている。

「親としてこだわりがあるが、子どもの意志を尊
重する」と答えた人が48.5%で最も多い。ついで
「同和地区の人かどうかは結

けっこん

婚に関係ないので、
子どもの意志を尊重する」が36.8%で、子どもの
意志を尊重する傾

けいこう

向がある反面、「家族や親
しんせき

戚の反
対があれば認めない」という回答も８%ある。

あなたは、住宅等を選ぶ際に、価格や立地条件などが希
望にあっていても、次のような条件の物件の場合、避

さ

ける
と思いますか?

「人権が尊重される社会」の実現に向けて、あなたの思
いに近いものはどれですか?

あなたに未
み

婚
こ ん

のお子さんがいるとして、お子さんが結
け っ こ ん

婚
しようとする相手が同和地区の人であるとわかったとき、
あなたはどうしますか?

②48.5%

①36.8%

③8.0%

⑤2.9%
④3.7%

A

「自分も実現に向けて努力したい」と答えた人が47.2%で最も多い。次いで「特に考えていな
い」18.8%、「なりゆきにまかせる」17.9%。過去の調査と比べると、「自分も実現に向けて努
力したい」という人が減少し、「特に考えていない」「なりゆきにまかせる」が増加している。

平成
18年度

平成
13年度

平成
23年度 ①17.9% ②

8.1% ③47.2%

④2.8%

⑤18.8%

⑥5.2%

①12.2% ②
7.8% ③51.7%

④2.6%
⑤15.9% ⑥9.8%

①12.4% ②
8.8% ③60.4%

④3.0%
⑤13.8%

⑥1.6%

①■なりゆきにまかせる　②■誰かしかるべき人が実現すればよい
③■自分も実現に向けて努力したい　④■その他　⑤■特に考えていない　⑥■無回答
■■■■■■■
■■■■ ■■■■

A

　まだまだ気にする人が多
いんだね。
　実際に住宅を選ぶ世代に
なると、気にする人が多く
なることから、人権問題
についてもっと理解を深
めて、具体的な態度や行
動につなげることが大事
なのだ！
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滋
賀
県
内
に
は
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
は
じ
め
約
２
万
５
５
０
０
人
の
外
国
籍せ

き

住
民
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
方
が
言
葉
や
習
慣
の
違ち

が

い
に
戸と

惑ま
ど

い
、
ま
た
昨
今
の
経
済
不ふ

況き
ょ
う

の

影え
い

響き
ょ
う

か
ら
、
不
安
や
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
い
ま
外
国
籍せ

き

住
民
を
取
り
巻
く
環か

ん

境き
ょ
う

に
は

ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
多
文
化
共
生

支し

援え
ん

セ
ン
タ
ー（
通つ

う

称し
ょ
うSHIPS

〈
シ
ッ
プ
ス
〉）の
喜き

く久
川か

わ

修お
さ
む

さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

地
域
社
会
で
共
に
生
き
る

外
国
籍せ

き

住
民
を
支
え
る
た
め
に

　

国
別
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
方
が
多
く
、
次
い

で
韓か

ん
こ
く国

・
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ペ

ル
ー
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働
者
と
し

て
来
日
し
た
方
と
そ
の
家
族
が
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
は
解か

い

雇こ

が
増
え
て
、
厳
し
い

状じ
ょ
う
き
ょ
う況

に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

時
給
の
大お

お
は
ば幅

ダ
ウ
ン
や
短
期

契け
い
や
く約

な
ど
雇こ

用よ
う

条
件
が
厳
し
く

不
安
定
で
す
。
か
と
言
っ
て
帰

国
し
て
も
仕
事
が
な
く
、
追
い

詰つ

め
ら
れ
日
本
に
戻も

ど

る
現
状
が

あ
り
ま
す
。
経
済
的
理
由
に
加

え
、
日
本
語
の
力
が
不
足
し
て
い
る
た
め
授

業
に
つ
い
て
い
け
ず
、
孤こ

立り
つ

等
で
不
登
校
に

な
る
子
ど
も
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

在
日
韓か

ん
こ
く国

・
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

人
に
対
す
る
偏へ

ん
け
ん見

を
無

く
し
、
相そ

う

互ご

理
解
を
進
め
て
地
域
社
会
の
暮

ら
し
を
良
く
す
る
こ
と
で
、
外
国
籍せ

き

の
方か

た
が
た々

の
生
活
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
い
う
取
り
組

み
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
が
発
展

し
、
現
在
は
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
等
も

含ふ
く

め
た
す
べ
て
の
外
国
籍せ

き

の
方か

た
が
た々

と
、
違ち

が

い
を
認
め
支
え
合
う
た
め
の

活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

就
労
に
結
び
付
け
る
た
め
の
大
人
向

け
の
日
本
語
教
室
を
開
き
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
降
の
２
０
０
９
年
に
は
36
団
体
が
参
加

す
る
『
し
が
外
国
籍せ

き

住
民
支し

援え
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
』
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
県
の
委い

託た
く

を
受

け
て
通
訳
の
方
と
共
に
、
毎
日
の
生
活
支し

援え
ん

を

続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

立
ち
上
げ
、
職
業
紹し

ょ
う

介か
い

事
業
を
行
っ
た
り
、

今
年
４
月
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
の
就
学
支し

援え
ん

の
た
め
の
日
本
語
教
室
『
虹に

じ

』
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
毎
日
様さ

ま
ざ
ま々

な
相
談
を
受
け
付
け
て
お

り
、
年
間
１
０
０
０
件
に
も
上
り
ま
す
。

　
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
で
す
が
、
た
と
え
ば

職
場
や
医い

療り
ょ
う

、
住
居
に
つ
い
て
、
言
葉
の
壁か

べ

か

ら
適
切
な
説
明
が
受
け
ら
れ
ず
困
っ
て
い
る

人
が
多
い
。
残
念
な
が
ら
、
外
国
籍せ

き

住
民
は

な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
滋
賀
の
外
国
籍せ

き

住
民
の
多
く
は
、
バ
ブ
ル
期

に
日
本
に
来
て
、
劣れ

つ
あ
く悪

な
環か

ん

境き
ょ
う

の
下
で
も
懸け

ん
め
い命

に
働
い
て
き
ま
し
た
。
彼か

れ

ら
の
お
か
げ
で
、
日

本
経
済
や
地
域
社
会
が
支
え
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。
で
す
か
ら
偏へ

ん
け
ん見

を
無
く
し
、
お
互た

が

い
に

少
し
で
も
理
解
す
る
た
め
に
、〝
こ
ん
に
ち
は
〞

〝
あ
り
が
と
う
〞
と
声
を
か
け
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
人
口
減
少
が
さ
け
ば
れ
る
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
で
、
と
な
り
に
住
ん
で
い
る
身
近
な
外

国
籍せ

き

の
人
と
共
に
暮
ら
せ
る
豊
か
な
社
会
に

す
る
た
め
に
互
い
に
認
め
合
い
た
い
で
す
ね
。

滋
賀
で
暮
ら
す
外
国
籍せ

き

住
民
の

方
の
特と

く

徴ち
ょ
う

は
？

特　

集

外
国
籍せ

き

住
民
の
方
の
人
権
を
考
え
る

SHIPS

設
立
の
き
っ
か
け
は
？

ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

外
国
籍せ

き

住
民
の
方
々
の
問
題
解
決
の
た

め
に
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ

と
は
何
で
す
か
？

ど
の
よ
う
な
相
談
が
多
い
の
で
す
か
？

ど
の
よ
う
な
問
題
が
？

ええやんか！ '12 第９回おうみ多文化
交流フェスティバルinくさつ
●９月30日(日)10時～18時
●ロクハ公園（草津市）
今回で9回目となる学んで食べて
踊って、さまざまな国の人と文化に
楽しく触れられるイベントです。

▲少人数で行われている日本語教室

多文化共生支援センター 所長

2008年外国籍住民支
援を目的に、多文化
共生支援センター
設立。以後、就労・
自立支援のため
の機関を立ち上
げ活躍中。
草津市在住。

喜
き く

久川
か わ

 修
おさむ

 さん
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9 月は同和問題啓発強調月間です

いじめに関する電話相談いじめに関する電話相談 「湖国ふれあい紀行」のテレビ放送「湖国ふれあい紀行」のテレビ放送

http://www.pref.shiga.jp/nettv/kokokufureai/1.html番組配信アドレス

県および市町では、県民一人ひとりが、同和問題の正しい知識と認識をもとに部落差別をはじめとするいっさ
いの差別の解消に向けて、主体的に行動していただけるよう、啓発に取り組んでいます。今年も９月を「同和問
題啓発強調月間」と定め、集中的に啓発行事を実施しています。

「湖国ふれあい紀行～滋賀じんけんゆかりの地を訪ねて～」と題して、滋賀県内
の人権ゆかりの地を紹介しながら人権について考える５分間のテレビ番組を放
送しています。ぜひご覧ください。

もしも今、あなたがいじめにあっているなら、
一人で悩まずにお電話ください。

■街頭啓発
■じんけんフェスタしが2012
■県広報誌「滋賀プラスワン」（ふれあいプラスワン）
■強調月間ポスター掲示（県内公共機関、県内ＪＲ駅等）

■新聞広告掲載
■テレビスポット放送
　（びわ湖放送、ZTV、東近江ケーブルネットワーク、
　あいコムこうか）　など

■放送時期　びわ湖放送　8月26日(日)～9月24日(月)
　　　　　　毎週日曜日18:10～18:15、毎週月曜日20:55～21:00
■テ ー マ　「彦根訓盲院」、「塚本さと」、「冲原神社と掩体壕跡」、
　　　　　　「朝鮮人街道」、「天保一揆」　　　　　
　※滋賀県庁ホームページ（「滋賀県庁発インターネットＴＶしが」）で動画配信中。
　　また、滋賀県学習情報提供システム「におねっと」でＤＶＤを貸出しています。

ひとりでなやむの、もうやめよう。
電話番号 受付時間

０７７-５２４-２０３０
（こころんだいやる）

午前９時～午後９時
（１２/２９～１/３はお休み）

０５７０-０７８３１０
（子どもナイトだいやる）

午後９時～午前９時
（１２/２９～１/３は２４時間対応）

な や み いおう

けい はつ

けい はつ

けい はつけい はつ

けい はつ けい さい

しょう

くん

ちょう

なや

せん いっ き

もう いん つか もと おき はら えん たい ごう あと

かい

けい じ

じっ し

●世界のグルメ広場（有料）
●歌のおねえさん“まきちゃん”の
　「歌はともだちコンサート」
●多文化交流ステージ
　（世界の料理・文化の紹介、民族舞踊等）
●大凧人権クイズラリー
●平和祈念館ガイド
●ふれあいステージ「ジンケンダーと遊ぼう！」
●国旗フェイスペイントコーナー（有料）
●困りごとなんでも相談コーナー
●各種団体ブース・展示コーナー
●東近江市主催公演 人権ふれあい「市民のつどい」
　水澤心吾〈一人芝居〉　決断 命のビザ「SEMPO杉原千畝物語」　ほか

イベント内容

入場
無料

9/23
10:00～16:30

愛東コミュニティセンター
（東近江市）

●主催／滋賀県、滋賀県人権啓発活動ネットワーク協議会
●共催／東近江市、東近江市人権のまちづくり協議会

日
けい はつ

場 所

料理や音楽、トークなどを通して、共に生きる一人ひとりの個性を認め合い、
人権の大切さを学ぶ一日に！ ご家族、お友達と一緒にお越しください。

無料シャトルバス有り
（近江鉄道八日市駅から東近江市役所経由）

専用駐車場有り
（あいとうマーガレットステーションの駐車場はご利用いただけません）

おくのの
運動公園
（送迎車有り）

愛東
コミュニティセンター
滋賀県平和祈念館
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名
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愛東診療所
愛東支所

妹北

妹南

岡田町神田町

野々宮町 御園

8
307

421

307

東
海
道
新
幹
線

東
海
道
新
幹
線

東
海
道
新
幹
線

八日市
I.C.

東近江大橋
北詰

池之尻

道の駅あいとう
マーガレット
ステーション

共英
建材工業

会場周辺地図尾木ママの
「人権トーク」

平和について
みんなで考えよう

※入場は無料ですが
　入場整理券が必要です。

お　　ぎ

いっ  しょ こ

※「ちょこっとバス（東近江市コミュ二ティ
バス）」は有料です。

　駐車場のスペースに限りがあります。でき
るだけ公共交通機関でお越しください。

多文化を
味わうのだ！

お問い合わせ 県庁人権施策推進課 077-528-3533TEL 077-528-4852FAX cf00@pref.shiga.lg.jpe
http://www.pref.shiga.jp/c/jinkenHP7


